














































































































































































平成 21（2009）年 12 月では 0.38 倍で、全国平均の 0.43 倍を下回っており、就職活動が
非常に厳しいことがうかがえる。さらに外国人の職業紹介状況に着目すると、2,236 に及ぶ
相談件数は１年前の 2008 年 12 月の相談件数 1,271 件の 1.8 倍となっている。2,236 件の相










本調査では来日以降の自殺念慮者は 62 名で、回答者数 721 名のうちの 8.6％を占めた































ブラジル人の自殺そのものは実数としてさほど多くない。『平成 22 年版 自殺対策白書』
によれば、平成 20（2008） 年の日本における外国人の自殺者総数 321 人のうちブラジル
人の自殺はわずか 12 人である。日本人の場合、人口 10 万対死亡率は 24.0 であるのに対し、
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心がつかず揺れ動く層もいる。静岡県レベルの調査では 2007 年調査と 2009 年調査の両方
で、今後の日本での滞在予定について同じ質問で尋ねているが、日本に永住すると回答し





回答した人が 2007 年も 2009 年も約 40％いる。つまり、この先どうするか、見通しの立た
ない人も多いことがわかる。 
 日本永住を心に決めた人も増えてきたことがわかったが、永住の前提となる経済的安定
からはほど遠い。静岡県レベルの 2009 年の調査では、現在（つまり 2009 年 9 月）とその
１年前（2008 年 9 月）の個人月収を比較して尋ねた。ブラジル人についてみると、高卒初
任給に相当する月収 16万円未満の層は約 27％から約 46％へとほぼ倍増しているのに対し、

































































はじめとする南米出身者）についてみると、配布数 900 部のうち未達分を差し引いた実配布数は 880 部、
回収部数は 252 で回収率は 28.6％だった[池上・竹ノ下 2008：10]。次に静岡県レベルでブラジル人を
対象に実施した 2007 年の「静岡県外国人労働実態調査」についてみると、外国人登録分では 3,861 部送
付のうち実配布が 3,698 部、回収部数は 1,090 部で回収率は 28.2％だった[池上 2008：39－40；池上 
2009：18]。さらに、同じく静岡県レベルで 2009 年に実施した「静岡県多文化共生アンケート調査」の
外国人調査のうち、ブラジル人のデータに限ると、4,000 部送付のうち実配布が 3,236 部、回収部数は




5)静岡県レベルで実施された 2007 年と 2009 年の調査データからブラジル人のデータを抽出して調査時点
の仕事について分析したところ、失業は 2007 年の 4.1％から 2009 年の 25.6％へと急増したことがわか
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